
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

小山市地域女性活躍推進事業【小山市】

目的・目標

事業の特徴

女性活躍推進の根幹を成す「働き方」を応援する施策として、「小山市
ワーク・ライフ・バランス推進事業者認定事業」を行っているが、事業者
からの積極的な申請が少なく、各事業所の女性活躍推進やワーク・ライ
フ・バランスの意識の醸成を図る必要がある。これまで、認定申請の促
進と共に、女性活躍やワーク・ライフ・バランスなど、啓発用チラシの送付
や個別に事業者訪問を行い、意識の醸成に向けたトップセミナーや交流
会を開催し、事業促進に取り組んできた。

【目的】
働く場における男女共同参画を推進するため、経済産業団体等の協力

を得ながら、女性の活躍や男性の働き方の見直しなどについての理解を
深める。
【目標】
①トップセミナー 女性活躍取組割合 目標値80% 回答状況83％
②女性異業種交流会 参加者官民比率 目標値5：5 参加状況6：4

経済産業団体と定住自立圏連携協定市町との共催による事業
①トップセミナー・交流会

例年開催しているトップセミナーに、新たに当日の参加者によ
る交流会を開催。「働き方と女性活躍」の職場の現状と課題を話
し合うグループワークを実施。
②異業種交流会

次世代の女性管理監督職になり得る女性従業員や行政職員
の交流会を開催し、キャリアデザインと女性特有の心と体のサポ
ート方法について、講話とグループワークを実施。

経済産業団体（小山商工会議所・間々田商工会・小山市美田
商工会・桑絹商工会・小山市工業団地連絡協議会・小山市工
業会）

関係団体（小山市女性団体連絡協議会・小山市男女共同参
画推進協議会）
定住自立圏連携協定市町（下野市・野木町・茨城県結城市）

参加者が、自らの意識変革の必要性を感じ、自身の職場
環境において自発的に行動することが期待される。また、女
性活躍や働き方の見直しなどについて理解を深めた企業や
事業所の参加者が、職場環境の改善や活力ある職場作り
に向けた取組を推進することが期待される。参加者アンケー
トにより、「ワーク・ライフ・バランス」「女性活躍」への取組に
ついて、9割近くが取組の必要性を感じることが伺える。

最も意識を浸透をさせひろめていきたい企業や事業所の
参加が少なかったため、次年度開催の際は、強力に参加を
促進する必要がある。また、連携団体より、知名度のある講
師や女性を対象とする起業支援など、参加者の興味を掻き
立てる内容を盛り込んだ事業提案が意見として出されたこと
を踏まえ、次年度の実施内容を検討する。



事業の概要

①トップセミナー・交流会の開催

働く場における男女共同参画を推進するため、地域の女性活躍推進や男性の働き方の見直
しなどについての理解をより深めることを目的に、経済産業団体等の協力を得ながら、経営者
や関係する担当者、従業員、市民を対象としたトップセミナーと交流会を「小山地区定住自立圏
形成協定」の下野市・野木町・茨城県結城市とも連携し開催
【開催日】平成29年10月10日（火）
【第一部】トップセミナー（講演会） 13時30分～15時00分（90分間）

テーマ ｢カリスマ駅弁マイスターに学ぶ〜専業主婦から営業所長へ〜｣
講 師 三浦由紀江氏（日本レストランエンタプライズ「駅弁マイスター」

【第二部】交流会（講話とグループワーク）15時15分～16時45分（90分間）
テーマ 「話しませんか？職場のアレコレ」
コーディネーター 工藤敬子氏（有限会社フェードイン代表取締役）

【参加者】小山市、下野市、野木町、茨城県結城市の企業経営者、人事管理担当者、従業員等
【参加人数】トップセミナー（講演会）250名・交流会40名

②女性異業種交流会の開催

働く場における女性の活躍や働く意欲の向上を支援するため、様々な業種に就い
ている女性の交流会を開催し、他分野の働き方や情報交換の場を提供。「小山地区
定住自立圏形成協定」の下野市・野木町・茨城県結城市とも連携。
【第1回女性活躍推進者によるキャリアデザイン講話とグループワーク】

日程：平成29年11月10日（金）13:30～15:30
講師：上岡実弥子(かみおかみやこ)氏

（株式会社キャラウィット代表取締役、中小企業診断士）
【第2回 働く女性の心と体のサポートを知るための講話とリフレッシュ法の実践】

日程：平成29年11月22日（水）13:30～15:30
講師：樋口恵子（ひぐちけいこ）氏（株式会社カイテック）

（女性の健康を支援するメノポーズアドバイザー、（社）日本産業カウンセ
ラー協会認定産業カウンセラー）

【対象者】小山市、下野市、野木町、結城市
市町・民間企業の次世代の管理監督職になり得る女性職員・社員

【参 加】 46名
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